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絵
手
紙
を
通
じ
た
親
子
交
流
と

絵
手
紙
の
地
域
へ
の
広
が
り
を
目

的
と
し
た
「
狛
江
�
親
子
絵
手
紙

サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、「
絵
手
紙
発
祥
の
地
�

狛
江
」
実
行
委
員
会
の
委
員
が
講

師
と
な
り
絵
手
紙
教
室
を
開
催
し
、

絵
手
紙
を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
に
も
親
子
で
楽
し
め
る
催
し
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
絵
手
紙
の

魅
力
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
８
月　

日
�
午
前　

時

２３

１０

〜
午
後
３
時
（
予
定
）

〔
会
場
〕
む
い
か
ら
民
家
園

〔
対
象
〕
小
学
校
４
〜
６
年
生
と

そ
の
保
護
者
※
参
加
は
親
子
一
人

ず
つ

〔
定
員
〕
市
内
小
学
校
学
区
ご
と

に
親
子
２
組
※
応
募
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７

月　

日
�
ま
で
に
「
絵
手
紙
発
祥

２８
の
地
�
狛
江
」
実
行
委
員
会
事
務

局（
地
域
活
性
課
市
民
文
化
係
）へ
。

　

６
月　

日
の
市
長
選
挙
で
、
こ
れ

２２

か
ら
の
４
年
間
も
市
政
運
営
に
当
た

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選
挙
で
ご

支
持
を
い
た
だ
い
た
皆
様
だ
け
で
な

く
、
ほ
か
の
方
を
支
持
さ
れ
た
り
、

棄
権
さ
れ
た
り
し
た
皆
様
を
含
め
、

７
万
７
�
０
０
０
狛
江
市
民
の
代
表

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
市
勢
発
展
の

先
頭
に
立
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
選
挙
で
の
公
約
に
つ
い
て

は
誠
実
に
そ
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

第
１
に
、
清
潔
、
公
正
で
開
か
れ

た
市
政
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の　

年
間
に
汚
職
な
ど
利
権
が

１２

絡
む
事
件
は
、
市
政
の
う
え
で
１
件

も
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
市
民

の
市
政
に
対
す
る
信
頼
感
を
醸
成
す

る
う
え
で
、
貴
重
な
成
果
で
あ
り
、

市
民
参
加
と
協
働
、
情
報
公
開
を
発

展
さ
せ
、
契
約
等
の
透
明
性
を
高
め

る
な
ど
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

　

第
２
に
、
市
民
の
暮
ら
し
、
と
り

わ
け
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
び
と

を
守
り
ま
す
。

　

現
在
の
政
治
や
経
済
の
も
と
で
、

常
に
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
市
民
の

た
め
に
頑
張
る
市
役
所
で
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
選
挙
中
、
暮
ら
し
を

守
っ
て
欲
し
い
と
い
う
切
実
な
声
を

数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
市
民

に
寄
り
添
い
、
市
民
と
と
も
に
考
え

る
姿
勢
で
、
生
活
優
先
の
政
治
を
進

め
ま
す
。

　

第
３
に
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
広
げ
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
街
の
安
全
」「
ご
み
の
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
」「
音
楽
の
街
」
や
「
絵
手

紙
発
祥
の
地
」
の
取
り
組
み
な
ど
、

こ
の
４
年
間
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

は
大
い
に
前
進
し
ま
し
た
が
、
そ
こ

に
は
も
っ
と
大
き
な
可
能
性
が
秘
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民
と
行
政
と
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
て
、

こ
の
力
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
旺
盛
に

発
揮
さ
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
財
政
基
盤
の
確
立
に
努

め
、
計
画
目
標
を
お
お
む
ね
達
成
し

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
一
息
入
れ
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き

財
政
状
況
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

新
た
な
組
織
体
制
を
一
日
も
早
く
定

着
さ
せ
、
職
員
の
潜
在
能
力
を
引
き

出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
引
き

続
き
「
迅
速
・
親
切
・
的
確
な
市
民

対
応
」「
積
極
的
で
創
意
工
夫
あ
る
職

務
の
遂
行
」
を
心
掛
け
ま
す
。

　

狛
江
市
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
政
党
支
持
の
違
い
、
思

想
信
条
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
住
み

よ
い
狛
江
を
築
く
こ
と
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
市
民
が
一
致
で
き
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
市
民
が
一

丸
と
な
っ
た
力
は
、
地
域
や
学
校
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
は
こ
こ
に
依
拠
し
て
、
狛
江
市
の

さ
ら
な
る
前
進
を
図
り
ま
す
。
小
さ

な
街
の
良
さ
を
生
か
し
て
、
誇
り
と

愛
着
の
持
て
る
狛
江
を
つ
く
る
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
の
ほ
ど
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛
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トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

親
子
絵
手
紙
サ
ミ
ッ
ト

者

募

集

参

加 　

手
づ
く
り
の
い
か
だ
に
３
〜
５
人

が
乗
船
し
、
ス
ピ
ー
ド
（
一
般
、
レ

デ
ィ
ー
ス
・
ジ
ュ
ニ
ア
、
学
生
の
各

部
門
）
と
ア
イ
デ
ア
で
競
う
夏
の
風

物
詩
「
狛
江
古
代
カ
ッ
プ
第　

回
多

１８

摩
川
い
か
だ
レ
ー
ス
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

今
年
は
、
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
新

潟
県
川
口
町
や
住
民
交
流
友
好
都
市

山
梨
県
小
菅
村
か
ら
の
参
加
を
は
じ

興奮と感動に包まれるレースをお楽しみください

第第第第第第第第第第第 回回回回回回回回回回回

め
、　

の
地
域
か
ら　

チ
ー
ム
が
エ

１９

９２

ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
見
学
者
も
気
軽
に
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
夏
の
ひ
と
と
き
を
ぜ
ひ
ふ
る
さ

と
多
摩
川
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
レ
ー
ス
会
場

　

多
摩
川
五
本
松
〜
二
ヶ
領
宿
河
原

堰
手
前
（
約
１
・
３
�
）

●
表
彰
式
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
会
場

　

多
摩
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ン
ド

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

　
「
レ
ー
ス
優
勝
タ
イ
ム
予
想
当
て

ク
イ
ズ
」「
多
摩
源
流
小
菅
村
ウ
ル
ト

ラ
ク
イ
ズ
」「
携
帯
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
な
ど
。

※ 
雨
天
な
ど
延
期
の
場
合
は
、
７
月

　

日
�
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

２７〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
古
代
カ
ッ
プ

第　

回
多
摩
川
い
か
だ
レ
ー
ス
実
行

１８
委
員
会
事
務
局
�
（
３
４
８
０
）
９

３
６
７

　
１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８１８
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矢 
野 
ゆ
た
か

協
働
の
力
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

協
働
の
力
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を



広報こまえ　平成 ２０ 年（２００８ 年）７ 月 １５ 日　�
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　市内に在住・在学・在勤する１０人以上で
構成された団体（講座を受講するため、一
時的に作った団体でも対象となります）

　月曜日から金曜日までの午前９時から午
後９時まで。土・日曜日、祝日は午前９時

■講義形式

担当課サブタイトル講　　座　　名番号

政　 策　 室

狛江市ってどんなまち狛江市の概要１

水と緑の住みよいまちづくり狛江市の基本計画２

みんなでつくろう個性あるま
ちづくり地方分権ってなに３

男女共同参画社会を目指して女性問題ってなあに４

市民参加の方法狛江市の市民参加５

市民協働の取り組み狛江市の市民協働６

情報公開制度と個人情報保護透明・公正な市政とプライバ
シー保護７

財　 政　 課今、財政状況は？！狛江市の財政８

総　 務　 課公共工事入札・契約制度につ
いて市の入札・契約制度９

安心安全課災害が発生したらあなたはど
うしますかわがまちの防災対策１０

職　 員　 課職員課の仕事とは？職員課の仕事１１

市　 民　 課わかりやすい市民課窓口手続
き市民課窓口の仕事１２

課　 税　 課暮らしと税金市税について１３

納　 税　 課市税の徴収とはどんなこと市税等の徴収について１４

地域活性課

ＮＰＯ法人の基本から法人設
立認証申請までＮＰＯ法人ってな～に？１５

活用しましょうみんなのコミ
ュニティ施設地域・地区センターの利用法１６

行ってみよう自然豊かな狛江
のふるさとへふるさと友好都市川口町１７

賢い消費者となるために消費生活講座１８

都市化の進む中での農業狛江の農業１９

これからの商工業狛江の商工業２０

福祉サービス
支 援 室

障害者自立支援法に基づくサ
ービスを中心に障がい者福祉について２１

介護支援課

在宅福祉サービスを中心に―
高齢者編―高齢者福祉について２２

高齢者等に配慮した住宅高齢者・障がい者の住宅につ
いて２３

いつか　あなたも　介護する
介護を受ける介護保険制度２４

健康支援課みんなで支え合う国民健康保
険国民健康保険のしくみ２５

担当課サブタイトル講　　座　　名番号

健康支援課

後期高齢者医療制度について後期高齢者医療制度のしくみ２６

あなたが育てる国民年金老後のパートナー国民年金が
柱です２７

健康なんでも相談出張健康相談２８

お食事のバランスチェックを
してみませんか？ワンポイント栄養教室２９

児童青少年課
健全育成のしくみ青少年の健全育成３０

保育園ってどんなところ保育園のご案内３１

清　 掃　 課ごみ減量・資源循環型都市を
めざして狛江のごみ３２

環境管理課

今、なぜ環境か環境基本計画３３

自然とよりそう緑のまち・狛
江狛江市緑の基本計画３４

安全・快適で住みやすいまち
づくりの為に「みち」のはなし３５

水と緑を守る大切さ弁財天池について３６

都市整備課

みんなで考えようあなたのま
ちを狛江のまちづくり３７

みちづくり　まちづくり道路の役目３８

上下水道課一滴の輝き…限りある水狛江市の水道３９

学校教育課教育環境の充実のために狛江の学校教育４０

社会教育課原始から現代まで狛江の歴史と文化財４１

体　 育　 課１市民１スポーツをめざして体育施設の利用について４２

公　 民　 館行ってみよう　公民館公民館利用法４３

図　 書　 館図書館を使って得しよう図書館の使い方４４

選 挙 管 理
委員会事務局

選挙？これだけは覚えておこ
うやさしい選挙のはなし４５

■体験形式

担当課サブタイトル講　　座　　名番号

都市整備課あなたも現場監督さんこの目で見よう「工事現場」１

図　 書　 館図書館の仕事とは？体験しよう図書館員２

選 挙 管 理
委員会事務局選挙ってな～に児童・生徒の選挙体験３

����������������

　無料（講座によっては、教材費等の実費
が必要です）

　講座を開催しようとする日の１４日前まで
に地域活性課へお申し込みください。申込
書は地域活性課にあります。

　まなび講座は、苦情や陳情を受ける場で
はありません。趣旨を理解の上、お申し込
みください。
　また、政治・宗教・営利目的の催しなど
では、講座を実施することができません。

から午後５時まで。ただし、年末年始（１２
月２８日～１月４日）は実施できません。講
義時間は２時間以内です。

　市内に限ります。
　公共施設、自治会施設および自宅など、
会場の手配や準備は、主催者側でお願いし
ます。

まままままままままままままままままままままなななななななななななななななななななななびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座まなび講座

狛 江 市 ま な び 講 座 一 覧

対 象対　　象

開 催 日開 催 日

会 場会　　場

講 師 料講 師 料

申込方法申込方法
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狛
江
駅
北
口
に
新
し
く
設
置
す
る
、

市
内
総
合
案
内
板
に
掲
載
す
る
広
告

を
募
集
し
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
要

領
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
掲
載
場
所
〕
狛
江
駅
北
口
ロ
ー
タ

リ
ー
（
左
図
参
照
）

〔
広
告
の
大
き
さ
〕
縦　

�
×
横
２

４５

０
０
�
以
内（
掲
載
イ
メ
ー
ジ
参
照
）

〔
掲
載
枠
〕
１
枠

〔
掲
載
期
間
〕
５
年
（
以
後
５
年
ご

と
に
更
新
が
可
能
）

〔
掲
載
料
〕
年
額　

万
円

１０

〔
提
出
書
類
〕

▽
狛
江
駅
北
口
総
合
案
内
板
広
告
掲

載
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

▽
広
告
原
稿
ま
た
は
広
告
内
容
が
分

か
る
も
の
（
イ
メ
ー
ジ
で
も
可
）

〔
注
意
事
項
〕

▽
「
狛
江
市
公
共
物
等
有
料
広
告
掲

載
取
扱
要
綱
」
お
よ
び
「
狛
江
駅
北

口
総
合
案
内
板
広
告
掲
載
に
関
す
る

取
扱
基
準
」
の
規
定
を
順
守
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
広
告
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任

は
、
広
告
主
が
負
う
こ
と
と
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

　

日
�
ま
で
に
、
政
策
室
広
報
広
聴

３１担
当
へ
。

　

青
年
団　

戦
後
の
巻

　

戦
後
、
世
の
中
が
落
ち
つ
い
て
く

る
と
と
も
に
、
青
年
た
ち
の
活
動
も

活
発
に
な
っ
て
き
た
。

　

す
さ
ん
だ
世
の
中
を
少
し
で
も
明

る
く
し
よ
う
と
、
青
年
団
で
は
夏
の

夜
に
盆
踊
り
や
映
画
会
を
し
た
り
、

当
時
ラ
ジ
オ
で
大
は
や
り
の
「
の
ど

自
慢
大
会
」
を
し
て
村
人
と
と
も
に

楽
し
ん
だ
り
、
砂
利
を
ま
い
て
の
道

路
普
請
、
廃
品
回
収
な
ど
奉
仕
活
動

を
進
ん
で
行
っ
て
い
た
。

　

農
村
社
会
に
生
き
る
者
に
と
っ
て

何
よ
り
も
大
切
な
の
は
農
事
研
究
で

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
講
演
会
を
行

っ
た
り
、
小
学
校
や
お
寺
に
集
ま
っ

て
農
業
改
善
の
研
究
会
を
行
い
、
そ

の
成
果
は
、
農
産
物
品
評
会
や
、
麦

立
見
品
評
会
を
開
い
て
お
互
い
に
競

い
合
っ
た
。

　

麦
立
見
品
評
会
と
い
う
の
は
、
麦

実
る
初
夏
の
頃
、
一
定
の
面
積
の
な

か
で
、
ど
ん
な
に
質
の
よ
い
麦
が
、

ど
れ
だ
け
の
収
量
と
れ
る
か
、
管
理

状
況
な
ど
は
ど
う
か
を
競
う
も
の
で
、

農
業
協
同
組
合
や
農
業
改
良
普
及
員

の
応
援
を
得
て
行
っ
て
い
た
。

　

昭
和　

年
度
の
農
産
物
品
評
会
で

２５

は
、（
根
菜
類
） 
大  
根 
、 
蕪 
、 
人  
参 
、

だ
い 
こ
ん 

か
ぶ 

に
ん 
じ
ん

 
牛  
蒡 
、 
葱 
（
葉
菜
類
） 
白  
菜 
、
山
東

ご 
ぼ
う 

ね
ぎ 

は
く 
さ
い

菜
、
ほ
う
れ
ん
草
、
小
松
菜
（
果
菜

類
） 
南
瓜 
、 
冬
瓜 
、 
隼  
人  
瓜 
、（
洋
菜

か
ぼ
ち
ゃ 

と
う
が
ん 

は
や 
と 
う
り

類
）
レ
タ
ス
、
二
十
日
大
根
、
パ
セ

リ
、
コ
ー
ル
ラ
ビ
ー
、（
藷
類
） 
甘  
藷 
、

か
ん 
し
ょ

 
馬  
鈴  
薯 
、
里
芋
、
八
ツ
頭
、
長
芋
、

ば 
れ
い 
し
ょ

（
穀
類
・
豆
類
）
水
陸
稲
籾
、
水
陸

稲
玄
米
、
大
麦
、
小
麦
、
裸
麦
、
さ

さ
げ
、
落
花
生
、 
黍 
、 
胡  
麻 
（
果
実

き
び 

ご 

ま

類
）
柿
、 
柚  
子 
、
か
り
ん
（
そ
の
他
）

ゆ 

ず

葉
ぼ
た
ん
、
竹
、 
蘭 
、
南
瓜
種
子
の

ら
ん

計
４
２
３
点
が
出
展
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
そ
の
頃
の
狛

江
で
は
何
を
作
っ
て
い
た
か
が
、
推

察
で
き
る
し
、
特
に
多
く
出
品
さ
れ

て
い
る
も
の
を
あ
げ
る
と
藷
類
で
、

甘
藷　

点
、
馬
鈴
薯　

点
、
里
芋　

９７

３２

２５

点
と
続
く
。
戦
後
の
厳
し
い
食
糧
不

足
の
な
か
、
藷
類
が
珍
重
さ
れ
た
姿

が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
。

　

団
員
同
士
で
の
運
動
会
や
陸
上
競

技
会
、
村
内
で
の
駅
伝
大
会
も
よ
く

や
っ
て
い
た
。

　

特
に
陸
上
競
技
会
、
駅
伝
大
会
は

調
布
町
、
神
代
村
な
ど
近
隣
の
町
村

と
合
同
で
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
し
、

北
多
摩
郡
連
合
青
年
団
主
催
の
競
技

会
が
あ
っ
て
、
互
い
に
親
睦
を
図
り

な
が
ら 
技 
を 
競 
い
合
っ
た
。

わ
ざ 

き
そ

　

文
化
面
で
も
北
多
摩
郡
青
年
連
合

文
化
祭
や
、
弁
論
大
会
、
園
芸
農
産

物
品
評
会
、
農
業
講
座
な
ど
が
あ
っ

て
、
広
い
範
囲
か
ら
集
ま
っ
て
は
、

お 
互 
い
に
磨
き
あ
っ
た
。

た
が

　

し
か
し
こ
の
頃
は
、
公
民
館
は
な

く
、
狛
江
小
学
校
で
さ
え
戦
災
復
興

が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

小
学
校
や
中
学
校
の
教
室
や
お
寺
を

借
り
て
青
年
の
熱
気
の
あ
る
事
業
を

行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和　

年
代
後
半
に
な
る
と
、
狛

３０

江
町
に
も
都
市
化
現
象
の
波
が
打
ち

寄
せ
、
移
住
者
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

多
く
な
っ
た
こ
と
、
野
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
な
ど
球
技
が
盛
ん
に

な
り
種
目
ご
と
の
団
体
が
結
成
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
陸
上
競
技
会
や
、

陸
上
競
技
を
主
と
す
る
体
育
祭
は
次

第
に
衰
え
て
い
く
と
と
も
に
そ
れ
ら

の
活
動
は
教
育
委
員
会
や
青
年
学
級

に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その　１７４　－

■掲載イメージ

入
院
時
の
一
部
負
担
金
や
食
事
代
が

軽
減
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
へ
提
示

す
る
こ
と
で
、
入
院
時
の
食
事
代
の

減
額
と
自
己
負
担
限
度
額
が
適
用
さ

れ
ま
す
（
表
２
参
照
）。

　

新
規
に
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
保
険

年
金
係

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
場
合
は
、

入
院
時
の
食
事
代
の
減
額
も
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

新
規
に
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
る
場
合
は
交
付
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

■　

〜　

歳
ま
で
の
方
の
国
民
健
康

７０

７４

保
険
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、

■　

歳
未
満
の
方
の
国
民
健
康
保
険

７０
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　

入
院
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
利
用
さ
れ
る
医
療

機
関
へ
提
示
し
、
窓
口
で
は
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
を
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

　

限
度
額
を
超
え
た
分
の
医
療
費
に

関
し
て
は
、
後
で
市
か
ら
医
療
機
関

へ
直
接
支
払
い
ま
す
（
表
１
参
照
）。
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■表１　７０歳未満の方の入院時自己負担額（限度額適用認定証）

食事代の減額後の自己負担金
（１食当たり）

医療費の自己負担限度額
（１カ月当たり）

１５万円＋医療費が５０万円を超えた
場合はその超えた分の１％

上 位 所 得 者
※１

８万１００円＋医療費が２６万７,０００円
を超えた場合はその超えた分の
１％

一　　　　　般

２１０円（９０日まで）
１６０円（過去１２カ月で９０日を超え
る入院）

３万５,４００円住民税非課税世帯

※１「上位所得者」は、基礎控除後の所得が６００万円を超える世帯です。なお、所得の申告
がない場合は上位所得者とみなされます。

■表２　７０～７４歳の方の入院時自己負担額（限度額適用・標準負担額減額認定証）

食事代の減額後の自己負担金
（１食当たり）

医療費の自己負担限度額
（１カ月当たり）

２１０円（９０日まで）
１６０円（過去１２カ月で９０日を超える入院）

２万４,６００円
低所得Ⅱ
※２

１００円１万５,０００円
低所得Ⅰ
※３

※２「低所得Ⅱ」は、住民税非課税世帯（国保高齢受給者の場合は、国保加入者全員と世
帯主が住民税非課税の世帯）に属する方です。
※３「低所得Ⅰ」は、住民税非課税世帯（国保高齢受給者の場合は、国保加入者全員と世
帯主が住民税非課税の世帯）で、かつ世帯員の各所得が０円（年金所得は控除額８０万円
として計算）となる世帯に属する方です。
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７
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
加

入
の　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
に

７０

７４

高
齢
受
給
者
証
を
発
送
し
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
国
民
健
康

保
険
証
と
と
も
に
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
し
て
使
用
し
ま
す
。

　

毎
年
、
８
月
か
ら
の
負
担
割
合

は
、
確
定
し
た
前
年
の
所
得
で
判

定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
１
割
負
担
の
方
は
、
平

成　

年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に
な

２１
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
保

険
年
金
係

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
に

70
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国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

発

送

し

ま

す
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▽
日
曜
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
�
午
前
８
時　

分
〜

２７

３０

午
後
５
時

▽
夜
間
納
税
窓
口

〔
日
時
〕　

日
�
午
後
８
時
ま
で

３１

〔
会
場
〕
納
税
課

　

な
お
、平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

２０

都
市
計
画
税
（
第
２
期
分
）、
国
民
健

康
保
険
税
（
第
１
期
分
）
は
、
７
月

　

日
�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

３１※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
納
税
課

 　

市
議
会
議
員
の
報
酬
な
ら
び
に
市

長
な
ど
常
勤
の
特
別
職
の
給
料
額
に

つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
市
内
在
住
・

２０

在
勤
者
で
、　

月
か
ら　

月
ま
で
の

１０

１２

間
、
午
前
中
の
会
議
（
約
４
回
）
に

出
席
で
き
る
方

〔
募
集
人
員
〕
２
人
（
選
考
に
よ
り

決
定
）

〔
任
期
〕
２
年
（
９
月
１
日
〜
平
成

　

年
８
月　

日
）

２２

３１

〔
応
募
方
法
〕
７
月　

日
�
ま
で
に
、

３１

所
定
の
応
募
用
紙
と
作
文
「
特
別
職

の
報
酬
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方
」

を
８
０
０
字
以
内
（
用
紙
自
由
）
に

ま
と
め
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
の
際
の
提
出
書
類
は
、
一
切

返
却
し
ま
せ
ん
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

へ
。

７
月
の
夜
間
・
日
曜
納
税
窓

口
〜
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
〜

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
市

民
委
員
を
公
募
し
ま
す

 　
　

歳
未
満
の
気
管
支
ぜ
ん
息
な
ど

１８
４
疾
患
は
、
一
定
要
件
を
満
た
せ
ば

都
の
医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
８
月
か
ら
気
管
支
ぜ
ん
息
の
対

象
年
齢
が
全
年
齢
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
対
象
と
な
る
の
は
、　

歳
１８

以
上
で
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
方
で
す
。

▽
引
き
続
き
１
年
以
上
都
内
に
住
所

を
有
す
る
こ
と

▽
現
に
気
管
支
ぜ
ん
息
に
り
患
し
て

い
る
こ
と

▽
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
こ

と▽
申
請
日
以
降
喫
煙
し
な
い
こ
と

※
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
室
で
申
請
書

類
等
の
配
布
・
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
室
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
環
境
保

健
課
�
（
５
３
２
０
）
４
４
９
２

 　

国
民
年
金
は
、　

歳
か
ら　

歳
ま

２０

６０

で
の
日
本
に
住
所
を
有
す
る
方
が
加

入
す
る
制
度
で
す
が
、　

歳
に
お
い

６０

て
年
金
受
給
権
を
満
た
し
て
い
な
い

方
や
、
未
納
・
未
加
入
期
間
が
あ
る

た
め
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

取
れ
な
い
方
は
、　

歳
以
降
の
申
し

６０

出
た
月
か
ら　

歳
到
達
月
の
前
月
ま

６５

で
国
民
年
金
に
任
意
で
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

４０

生
ま
れ
の
方
で
、　

歳
に
お
い
て
年

６５

金
受
給
権
を
満
た
し
て
い
な
い
方
は
、

東
京
都
大
気
汚
染
医
療
費
助

成
（
気
管
支
ぜ
ん
息
）
の
対

象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
は　

歳
以
降
で
も

６０

加
入
で
き
ま
す

　

歳
到
達
月
の
前
月
ま
で
の
間
で
年

７０金
受
給
権
を
満
た
す
ま
で
任
意
で
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 

▽
申
請
免
除
（
全
額
・
一
部
免
除
）

　

被
保
険
者
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
の
前
年
の
収
入
が
一
定
基
準
以
下

の
場
合
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
受
け

ら
れ
ま
す
。

▽
学
生
納
付
特
例

　

大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
等
に
通

っ
て
い
る
学
生
で
、
前
年
の
収
入
が

一
定
基
準
以
下
の
場
合
、
本
人
の
申

請
に
よ
り
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
若
年
者
納
付
猶
予

　

被
保
険
者
（　

歳
未
満
）・
配
偶
者

３０

の
前
年
の
収
入
が
一
定
基
準
以
下
の

場
合
、
申
請
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
承
認
さ
れ
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
に
算
入

さ
れ
ま
す
（
一
部
免
除
の
期
間
は
、

一
部
納
付
分
の
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
）。

　

な
お
、
申
請
免
除
の
承
認
期
間
に

限
り
、
年
金
額
の
計
算
に
一
部
反
映

さ
れ
ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
・
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
の
承
認
期
間
は
、

保
険
料
の
納
付
が
な
い
場
合
、
年
金

額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
も
承
認
を
受
け
て
か
ら　
１０

年
ま
で
の
間
に
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
追
納
）。

　

た
だ
し
、
承
認
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
、
経
過
期
間
に
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
免

除
・
納
付
特
例
・
納
付
猶
予

制
度
が
あ
り
ま
す

一
定
額
が
保
険
料
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
 　

保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
免
除

等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
や
若
年
者

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の

承
認
期
間
は
、
保
険
料
の
全
額
を
納

め
た
時
と
比
べ
て
、
将
来
受
け
取
れ

る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
は　

年
１０

以
内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
で
、
年
金

額
を
増
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶

予
、
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る

場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過

期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
（
左
表
参
照
）。

　

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
追

納
申
込
書
に
よ
り
府
中
社
会
保
険
事

務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 
〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を

ご
存
じ
で
す
か

■平成２０年度に追納する場合の額

半額免除
（月額）

全額免除
（月額）

免除等の承認を
受けた年度

－１万６，５９０円平成１０年度
－１万５，９５０円平成１１年度
－１万５，３２０円平成１２年度
－１万４，７４０円平成１３年度

７，０９０円１万４，１８０円平成１４年度
６，９８０円１万３，９７０円平成１５年度
６，８８０円１万３，７７０円平成１６年度
６，９１０円１万３，８１０円平成１７年度

 
�
第
３
回
狛
江
市
市
民
参
加
と
市
民

協
働
に
関
す
る
審
議
会

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
７
時
か

１８

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
協
働
調
整

担
当

�
狛
江
市
生
活
安
全
対
策
協
議
会

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
３
時
か

１６

ら〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

�
平
成　

年
度
第
１
回
狛
江
市
市
民

２０

福
祉
推
進
委
員
会

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
６
時　

２４

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
室
総
合
調
整
担
当

�
第
２
回
地
域
公
共
交
通
会
議

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
４
時
か

２５

ら※
時
間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

〔
会
場
〕
狛
江
市
役
所
小
田
急
線
高

架
下
分
室
１
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
市
整
備
課
企
画

計
画
係

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
６
時　

２２

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

〔
職
種
〕
一
般
事
務
お
よ
び
司
書

〔
募
集
人
員
〕
各
職
種
若
干
名

〔
対
象
〕
心
身
と
も
に
健
康
な
お
お

む
ね　

歳
ま
で
の
方

５５

〔
任
用
期
間
〕
９
月
１
日
〜
平
成　
２１

年
３
月　

日
３１

※
任
用
期
間
満
了
後
、
必
要
に
応
じ

て
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
勤
務
時
間
・
報
酬
月
額
等
〕
下
表

の
と
お
り

〔
勤
務
場
所
〕
市
内
施
設

〔
申
込
方
法
〕
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
添
付
し
た
も
の
お
よ
び
資
格
証

明
書
の
写
し
（
司
書
の
み
）
を
７
月

　

日
�
ま
で
に
必
ず
本
人
が
持
参
し

２８て
く
だ
さ
い
。

〔
試
験
日
〕
８
月
５
日
�
ま
た
は
６

日
�
に
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
職
員

課
へ
。

　

毎
年　

月
に
○乳
 

・
○子
 

医
療
証
を
更
新
し
ま
す
。

１０

　

氏
名
や
住
所
、
健
康
保
険
等
に
変
更
が
あ
り
、
ま

だ
届
け
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
変
更
の
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
市
内
に
住
民
登

20

録
が
な
い
保
護
者
の
方
は
「
平
成　

年
度
住
民
税
課

20

税
証
明
書
」
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
児

童
手
当
等
の
手
続
き
で
課
税
証
明
書
を
提
出
し
て
い

る
場
合
は
提
出
不
要
で
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
を
送

付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
平
成　

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
年
度

22222222222222222222200000000000000000000020嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱嘱
託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託託
職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

　
　

嘱
託
職
員

報酬月額
（予定）勤務時間等職　種

１９万７，２００円週５日（月～金曜日）
午前８時３０分～午後５時１５分

一般事務
１５万７，７００円週４日（月～金曜日）

午前８時３０分～午後５時１５分

２０万１，８００円

週５日　午前８時３０分～午後７時１５分または
午前１０時３０分～午後７時１５分
※勤務日・勤務時間はローテーションによる
（休日は指定する。土・日曜日または月・火
曜日）

司　　書

　

月
に
更
新
し
ま
す

１０

�������	
��

�������	
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い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母

子
健
康
手
帳
・
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
・

幼
児
が
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
�（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
わ
い
わ
い
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

　

双
子
・
三
つ
子
ち
ゃ
ん
以
上
を
育

て
て
い
る
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち

の
交
流
の
場
で
す
。
日
ご
ろ
の
ス
ト

レ
ス
や
育
児
の
悩
み
な
ど
を
、
一
緒

に
分
か
ち
合
い
ま
せ
ん
か
。

〔
日
程
〕
毎
月
第
一
水
曜
日
（　

月
１０

は
８
日
�
）〔
時
間
〕
午
前　

時
〜
正

１０

午
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
�（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

　

育
児
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
友
だ

ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
�（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

■
８
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
健
美
操　
〔
日
時
〕６
日
�
午
後
１

時　

分
〜
３
時
〔
講
師
〕 
�
島 
和
佳

ぬ
で
し
ま

３０
惠
さ
ん　

▽
健
康
体
操
教
室　
〔
日
時
〕　

日
�

１９

午
後
１
時　

分
〜
３
時
〔
講
師
〕
こ

３０

ま
え
苑
職
員

▽
高
齢
者
の
う
つ
病
に
関
し
て
学
ぶ

　
〔
日
時
〕　

日
�
午
後
２
時　

分
〜

２６

３０

４
時
〔
講
師
〕
墨
岡
孝
さ
ん
（
成
城

墨
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

〔
定
員
〕
各
日
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕

２０

動
き
や
す
い
服
装
・
上
履
き
（
６
日

�
・　

日
�
の
み
）
※
教
室
開
催
中

１９

の
水
分
は
各
自
で
準
備
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま

え
苑
�
（
３
４
８
９
）
２
４
１
７
へ
。

■
講
話
と
調
理
実
演
「
パ
テ
ィ
シ
エ

か
ら
学
ぶ
、
う
れ
し
い
デ
ザ
ー
ト
」

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２５

４
時
〔
会
場
〕
府
中
市
市
民
会
館

〔
対
象
〕
飲
食
店
な
ど
の
調
理
関
係

者
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
講
師
〕
志
田

５０

由
彦
さ
ん（
新
宿
調
理
師
専
門
学
校
）

〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
※
試
食
あ
り
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩

府
中
保
健
所
�
０
４
２
（
３
６
２
）

２
３
３
４
へ
。

 
■
育
児
相
談

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
お
母
さ
ん

自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な
ど
を
保
健

師
、
助
産
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科

衛
生
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
前
９
時　

３０

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
フ
ロ
ア
ー
健
康
相
談

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
な
ど
を

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生

士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕
８
月
８
日
�
午
前
９
時　
３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
８
月
４
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
１
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１９母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
８
月
７
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１７母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

■
妊
婦
歯
科
健
診

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
受
け
付
け
は

２５

午
後
１
時
か
ら
（
３
時　

分
終
了
予

３０

定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕
妊
娠
中
の
方
※
妊
娠
中
期

に
お
受
け
く
だ
さ
い
〔
内
容
〕
歯
科

健
診
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
〔
持
ち

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
歯
ブ
ラ
シ
・

コ
ッ
プ
・
手
鏡
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

支
援
課
健
康
推
進
係
�（
３
４
８
８
）

１
１
８
１
へ
。

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
８
月
５
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
児
（
２
月
７
日
〜

５
月
６
日
生
ま
れ
）
※
通
知
対
象
者

は
４
月
生
ま
れ
の
乳
児
〔
持
ち
物
〕

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

 
■
む
し
歯
予
防
教
室

　

む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
歯
科
衛
生

士
・
管
理
栄
養
士
が
お
話
を
し
ま
す
。

〔
日
程
・
対
象
〕
▽
１
歳
か
ら
１
歳

６
カ
月
児
の
保
護
者　

８
月　

日
・

２１

　

月　

日
・　

月　

日
・
平
成　

年

１０

１６

１２

１８

２１

２
月　

日
（
毎
回
木
曜
日
）
▽
１
歳

１９

７
カ
月
か
ら
２
歳
児
の
保
護
者　

７

月　

日
・
８
月　

日
・
９
月　

日
・

１６

２０

１７

　

月　

日
・　

月　

日
・　

月　

日
・

１０

１５

１１

１９

１２

１７

平
成　

年
１
月　

日
・
２
月　

日
・

２１

２１

１８

３
月　

日
（
毎
回
水
曜
日
）〔
時
間
〕

１１

午
前
９
時　

分
〜　

時
〔
会
場
〕
あ

５５

１１

�

�
�

���
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

�
０
４
２（
５
２
１
）２
３
２
３

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

 

http://w
w
w
.him

a
w
ari.m

etro.tokyo.jp/

��

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日
・　

日

２０

２１

２７

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

　

生
後　

日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、

９１

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
登
録
、

狂
犬
病
予
防
注
射
お
よ
び
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
飼
い
始
め
て
か
ら
（
生

後　

日
以
内
の
犬
を
飼
い
始
め
た
場

９０
合
に
は
、
そ
の
犬
が
生
後　

日
を
経

９０

過
し
た
日
か
ら
）　

日
以
内
に
行
っ

３０

て
く
だ
さ
い
。

●
飼
い
犬
の
登
録

　

飼
い
犬
の
登
録
は
、
犬
の
一
生
に

一
度
で
、
市
民
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
登
録
手
数
料
は
、
新
規

交
付
１
頭
３
�
０
０
０
円
、
再
交
付

１
頭
１
�
６
０
０
円
で
す
。

　

登
録
を
す
る
と
「
鑑
札
」
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
必
ず
犬
の
首
輪
に
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
犬
の
迷
子
札
と
し

て
の
役
目
も
果
た
し
ま
す
。

　

ま
だ
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
、

市
内
に
転
入
し
て
か
ら
変
更
の
届
け

出
を
し
て
い
な
い
方
は
、
市
民
課
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
狂
犬
病
予
防
注
射
（
毎
年
１
回
）

　

毎
年
１
回
、
４
月
１
日
か
ら
６
月

　

日
ま
で
の
間
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

３０
　

注
射
は
、
４
月
に
実
施
す
る
市
内

集
合
注
射
会
場
も
し
く
は
、
動
物
病

院
で
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
登
録
が
済
ん
で
い
る
場
合

は
、
３
月
に
集
合
注
射
の
お
知
ら
せ

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
申
請

　

動
物
病
院
で
接
種
を
し
た
と
き
は

注
射
済
証
明
書
を
も
ら
い
、
市
民
課

で
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
（
手
数
料
５
５
０
円
）。

　

注
射
済
票
は
、
鑑
札
と
と
も
に
犬

の
首
輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
万
が

一
、
人
に
か
み
つ
い
た
と
き
も
、
す

ぐ
に
確
認
が
で
き
ま
す
。

●
市
外
転
出

　

転
入
先
の
役
所
に
、
鑑
札
を
添
え

て
変
更
の
届
け
出
を
行
い
、
新
し
い

鑑
札
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
の
死
亡
・
市
内
転
居
・
所
有
者

の
変
更

　

市
民
課
ま
た
は
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
（
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
）

へ
、　

日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く

３０

だ
さ
い
。

●
犬
の
し
つ
け
・
飼
い
方
相
談

　

東
京
都
動
物
愛
護
推
進
員
が
、
犬

を
飼
う
前
の
相
談
、
飼
っ
て
か
ら
の

し
つ
け
方
の
相
談
な
ど
に
応
じ
ま
す

（
予
約
制
。
月
１
回
）。

●
迷
い
犬
探
せ
ま
す

　

東
京
都
動
物
愛
護
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
、
保
護
・
収
容
し
て
い
る
飼
い

主
不
明
の
動
物
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.fukushihoke

n.m
etro.tokyo.jp/douso/

）

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
支
援
課
健
康

推
進
係
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登
録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録録
ははははははははははははははははははははははははははははははははは

〜
犬
の
登
録
は

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済済
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ででででででででででででででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜

　

お
済
み
で
す
か
〜

飼
い
犬
に
つ
い
て
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

タ
ー
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
〔
内

容
〕
子
育
て
の
手
伝
い
を
お
願
い
し

た
い
方
と
手
伝
う
こ
と
が
で
き
る
方

が
会
員
に
な
り
、
相
互
に
助
け
合
う

有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
説
明

会
で
す
。
サ
ポ
ー
ト
会
員
希
望
者
は
、

説
明
会
と
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す

※
２
歳
以
上
の
託
児
を
行
い
ま
す
。

託
児
の
申
し
込
み
は
８
月
８
日
�
ま

で
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
〜
土

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）
へ
。

１０

■
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
事
変
地
区

域
ま
た
は
戦
地
区
域
に
派
遣
さ
れ
、

戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日

本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧

陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給

付
金
受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
、
内

閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
平
成

　

年
３
月　

日
ま
で
に
総
務
省
大
臣

２１

３１

官
房
管
理
室
�
（
５
２
５
３
）
５
１

８
２
へ
。

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
変
わ
り

ま
し
た

　

４
月
か
ら
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
法
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
働
き
や
貢
献
に
応
じ

て
通
常
の
労
働
者
と
均
衡
の
と
れ
た

待
遇
を
確
保
す
る
こ
と
、
待
遇
の
決

定
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た
事
項
に
つ

い
て
説
明
す
る
こ
と
、
通
常
の
労
働

者
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
る
皆

さ
ん
は
、
自
分
の
賃
金
等
の
労
働
条

件
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
労
働
局
雇
用

均
等
室
�
（
３
５
１
２
）
１
６
１
１

■
都
立
府
中
朝
日
特
別
支
援
学
校

「
第
１
回
公
開
講
演
会
」

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
２
時
〜

３０

４
時
〔
テ
ー
マ
〕
特
別
支
援
教
育
の

現
状
と
課
題

〔
問
い
合
わ
せ
〕
都
立
府
中
朝
日
特

別
支
援
学
校
�
０
４
２
（
３
３
５
）

６
１
１
１

 
■
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
の

絵
画
を
展
示
し
ま
す

　

平
成　

年　

月
の
狛
江
市
民
ま
つ

１９

１１

り
に
お
い
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和

国
の
ラ
イ
ン
ベ
ッ
ク
市
長
の
Ｋ
・
ク

ー
デ
ル
さ
ん
一
行
７
人
が
狛
江
市
国

際
交
流
協
会
の
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
り
、

和
や
か
に
懇
談
し
市
民
交
流
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
「
太
陽
の
昇
る
国
、

日
本
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
絵
画　

点
２８

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
期
間
〕
７
月　

日
�
ま
で
〔
会
場
〕

１８

市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局
（
政
策
室
協
働
調
整
担

当
）

■
小
足
立
の
び
の
び
公
園
「
野
外
映

写
会
」

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
７
時
〜

１８

９
時
（
雨
天
翌
日
）〔
内
容
〕
か
い
け

つ
ゾ
ロ
リ
、
ケ
ロ
ロ
軍
曹

〔
問
い
合
わ
せ
〕
善
養
寺
�
（
３
４

８
０
）
３
７
９
８

■
や
さ
き
や
ま
文
庫（
第
三
小
学
校
）

「
お
は
な
し
会
」

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
前　

時
〜

１９

１０

　

時　

分
〔
お
は
な
し
〕
し
ゅ
っ
ぱ

１１

３０

つ
し
ん
こ
う
・
ペ
ー
パ
ー
と
王
様〔
協

力
〕
お
は
な
し
や
「
あ
の
ね
」

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係

 
■
長
年
使
用
の
家
電
製
品
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

長
年
使
用
し
て
い
る
家
電
製
品
は
、

熱
、
湿
気
、
ホ
コ
リ
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
内
部
部
品
が
劣
化
し
、
発
煙

や
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
中
に
何
か
し
ら
の
異
常
が
見

ら
れ
る
場
合
は
、
電
源
ス
イ
ッ
チ
を

切
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
プ
ラ

グ
を
抜
い
て
、
お
買
い
上
げ
の
販
売

店
ま
た
は
メ
ー
カ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
火
災
防
止
の
普
及
・
啓
発
チ

ラ
シ
は
地
域
活
性
課
、
公
民
館
、
各

地
域
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
製
品
安
全
ガ
イ
ド
」（http://
w
w
w
.m
eti.go.jp/product_s

afety/index.htm
l

）
で
も
確
認

で
き
ま
す
。

　
〔
問
い
合
わ
せ
〕地
域
活
性
課
地
域

振
興
係

■
狛
江
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

〔
日
時
〕
８
月
９
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
岩
戸
児
童
セ
ン

������������������������������������������������������������������
�
和
泉
児
童
館　
　
　
　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム
「
み
ん
な
大

好
き
！
フ
リ
ス
ビ
ー
」　

〔
日
時
〕

７
月　

日
�
午
後
３
時
〜
５
時

１８

〔
対
象
〕
小
学
生
（
幼
児
保
護
者

同
伴
）

■
映
画
会
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」　

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
１
時

１９

〜
３
時
〔
対
象
〕
小
学
生
（
保
護

者
同
伴
可
）

■
卓
球
大
会　
〔
日
時
〕７
月　

日
２３

�
午
後
３
時
〜
５
時
〔
対
象
〕
小

学
生

■
お
母
さ
ん
の
折
り
紙
タ
イ
ム

「
夏
の
花
の
カ
ー
ド
」　

〔
日
時
〕

７
月　

日
�
午
前　

時　

分
〜　

２８

１０

３０

１１

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
の
保
護

３０
者
〔
定
員
〕
先
着　

人
※
要
予
約

１０

■
昼
食
会「
冷
や
し
中
華
」　

〔
日

時
〕
８
月
１
日
�
午
前　

時
〜
午

１０

後
１
時
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕

　

人
〔
参
加
費
〕
２
０
０
円
〔
申

１５し
込
み
〕
７
月　

日
�
午
前　

時

２２

１０

か
ら
窓
口
へ
。

■
ア
ジ
ア
学
院
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　
〔
日
時
〕
８
月　

日
�
〜　

日 

１１

１３

�
〔
場
所
〕
栃
木
県
那
須
塩
原
市

〔
対
象
〕小
学
校
３
年
生
以
上〔
定

員
〕　

人
〔
参
加
費
〕
小
学
生
１

３０

万
４
�
０
０
０
円
、
中
学
生
以
上

１
万
５
�
０
０
０
円
※
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
ト
レ
ジ
ャ
ー

（
ミ
ニ
ミ
ニ
え
ん
に
ち
）　

〔
日

時
〕
７
月　

日
�
午
後
２
時
〜
５

２９

時
〔
対
象
〕

小
学
生
以
上

〔
内
容
〕
エ

コ
キ
ャ
ッ
プ

を
使
っ
た
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ

ー
や
筋
肉
番

付
ス
ペ
シ
ャ

ル
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
楽
し
い

こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
※
エ
コ
キ

ャ
ッ
プ
と
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
フ

タ
を
集
め
て
ワ
ク
チ
ン
に
変
え
る

活
動
で
す
。

■
シ
ア
タ
ー
ト
レ
イ
ン
映
画
会
夏

休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル　
〔
日
時
〕７
月

　

日
�
午
後
３
時
〜
５
時〔
対
象
〕

３０小
学
生
（
幼
児
保
護
者
同
伴
）
※

内
容
は
お
楽
し
み
に
！

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
水
あ
そ
び
〜
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル

で
遊
び
ま
す
〜　
〔
日
程
〕７
月　
２９

日
�
〜
８
月
１
日
�
、
８
月　

日
１２

�
〜　

日
�
・　

日
�
〜　

日
�

１５

１９

２２

〔
時
間
〕
午
前　

時　

分
か
ら　

１０

３０

１１

時　

分
ま
で
の
う
ち　

分
間
〔
対

３０

３０

象
〕
０
・
１
歳
児
は
火
・
木
曜
日
、

２
・
３
歳
児
は
水
・
金
曜
日
〔
持

ち
物
〕
水
着
ま
た
は
布
パ
ン
ツ
・

タ
オ
ル
・
日
よ
け
用
帽
子
※
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

以　下　は　広　告　枠　で　す

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
午
後
２
時

２６

〜
４
時
（
午
後
１
時　

分
開
場
）

３０

〔
内
容
〕
普
段
の
生
活
の
中
で
簡

単
に
で
き
る
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
と

す
て
き
な
音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。

〔
出
演
〕
▽
健
康
ト
ー
ク　

山
口

 
超  
禅 
さ
ん（
ヨ
ガ
・
気
功
指
導
者
）

ち
ょ
う 
ぜ
ん

▽
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ　

Ｙ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ｕ

ｃ
ｈ
ｉ　

Ｃ
ｈ
ｏ
�
ｚ
ｅ
ｎ
＆
Ｓ

ｕ
ｐ
ｅ
ｒ　

Ｓ
ａ
ｘ

※
福
祉
施
設

へ
の
寄
付
と

コ
ン
サ
ー
ト

運
営
資
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
市

民
文
化
係

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
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■
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
資
格

試
験

〔
日
時
〕　

月　

日
�
午
前　

時
〜

１０

１９

１０

正
午
〔
会
場
〕
青
山
学
院
大
学
〔
受

験
料
〕
６
�
０
０
０
円
〔
申
込
書
の

配
布
〕
７
月　

日
�
か
ら
上
下
水
道

２５

課
下
水
道
管
理
係
で
配
布

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
８
月

１
日
�
か
ら
９
月
１
日
�
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
上
下
水
道
課
下
水
道

管
理
係
へ
。

■
夏
休
み
子
ど
も
料
理
教
室
「
お
い

し
い
ピ
ザ
作
り
」

〔
日
時
〕
８
月
３
日
�
午
前　

時
か

１０

ら
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
持
ち
物
〕

２０

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き
タ
オ

ル
・
ふ
き
ん
〔
参
加
費
〕
２
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
岩
戸
地
域
セ

１６ン
タ
ー
�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０

へ
。

 
■
ふ
れ
あ
い
体
感
塾
ス
タ
ッ
フ
〜
心

の
中
の
宝
物
さ
が
し
〜

〔
日
程
〕８
月　

日
�
〜　

日
�（
２

１０

１２

泊
３
日
）〔
対
象
〕
自
然
体
験
や
子
ど

も
の
好
き
な　

歳
以
上
の
女
性
の
方

１８

〔
募
集
人
員
〕
若
干
名
〔
内
容
〕
新

潟
県
川
口
町
で
の
小
学
校
４
〜
６
年

生
の
引
率
、
防
災
体
験
キ
ャ
ン
プ
の

手
伝
い
等

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
地
域

活
性
課
市
民
活
動
推
進
係
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
嘱
託
職
員

〔
対
象
〕
高
校
卒
業
以
上
の
方
※
た

だ
し
相
談
実
務
経
験
者
を
望
む
〔
募

集
人
員
〕
若
干
名
〔
業
務
内
容
〕
相

談
・
事
務
等

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７
月

　

日
�
ま
で
に
狛
江
市
社
会
福
祉
協

３１議
会
�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４
へ
。

■
犯
罪
被
害
者
等
に
関
す
る
標
語

　
　

月　

日
か
ら　

月
１
日
は
「
犯

１１

２５

１２

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、
遺
族

が
平
穏
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
私
た

ち
一
人
一
人
の
理
解
と
支
援
が
大
切

で
す
。

　

内
閣
府
で
は
、
こ
れ
を
分
か
り
や

す
く
簡
潔
に
表
現
し
た
標
語
を
募
集

し
ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕
ど
な
た
で
も
応
募
で

き
ま
す
※
原
則
一
人
１
点
と
し
、
未

発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
に
限
る

〔
審
査
等
〕
最
優
秀
作
品
１
点
を
選

定
し
、「
国
民
の
つ
ど
い
中
央
大
会
」

で
担
当
大
臣
か
ら
表
彰
し
ま
す
※
応

募
作
品
の
著
作
権
は
内
閣
府
に
帰
属

し
、
最
優
秀
作
品
は
「
犯
罪
被
害
者

週
間
」
の
ポ
ス
タ
ー
等
に
使
用
し
ま

す
〔
申
し
込
み
〕
８
月　

日
�
（
消

１１

印
有
効
）
ま
で
に
、
氏
名
・
フ
リ
ガ

ナ
・
住
所
・
電
話
番
号
・
性
別
お
よ

び
年
齢
・
職
業
（
高
校
生
以
下
は
学

校
名
・
学
年
）
を
明
記
の
上
、
〒
１

０
０
�
８
９
７
０
千
代
田
区
霞
ヶ
関

３
�
１
�
１
合
同
庁
舎
４
号
館
「
犯

罪
被
害
者
等
施
策
推
進
室
標
語
募
集

係
」
へ
※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
8.cao.go.jp/hanzai/in

dex.htm
l

）
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
内
閣
府
犯
罪
被
害

者
等
施
策
推
進
室
�
（
３
５
８
１
）

１
１
６
２

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
市
政
情
報
等
を
提
供
す
る
た
め
、

各
種
刊
行
物
を
頒
布
し
て
い
ま
す
。

　

庁
内
に
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
機
を
備
え
、
低
価
格
で
市
民

の
皆
さ
ん
へ
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

遠
隔
の
方
へ
の
郵
送
（
実
費
負
担
）
等
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
部
数
に
限
り
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

お
求
め
は
、
直
接
、
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
刊
行
物
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
企
画
法
制
担
当

　

本
の
貸
し
出
し
・
返
却
な
ど
の

仕
事
を
体
験
す
る
「
一
日
図
書
室

員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

夏
休
み
の
体
験
学
習
に
ぜ
ひ
応

募
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕

８
月　

日
２１

�
午
後
１

時
〜
４
時

〔
対
象
〕

小
学
校
４

〜
６
年
生

〔
募
集
人
員
〕
各
地
域
セ
ン
タ
ー

ご
と
に
２
人
※
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

▽
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
０
）
２
２
１
１

▽
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

▽
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０

▽
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
７

月　

日
�
ま
で
に
希
望
す
る
各
地

３１
域
セ
ン
タ
ー
へ
。

子
ど
も
一
日
図
書
室
員

 
�
西
河
原
公
民
館　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
「
木
工
作
品
づ
く
り
」　

〔
日
時
〕

８
月　

日
�
午
前　

時
〜
午
後
３
時

２３

１０

〔
対
象
〕
小
・
中
学
生
（
小
学
校
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）〔
定
員
〕

　

人
〔
講
師
〕
ク
ラ
フ
ト
ハ
ウ
ス
狛

１２江
〔
持
ち
物
〕
弁
当
・
飲
み
物
（
昼

食
を
帰
宅
し
て
取
ら
れ
る
場
合
は
不

要
）〔
参
加
費
〕
５
０
０
円
（
材
料
代
）

〔
申
し
込
み
〕
７
月　

日
�
午
前
９

１７

時
か
ら

�
中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
青
年
教
室
（
狛
プ
ー
）
自
然
キ
ャ

ン
プ　
〔
日
時
〕８
月　

日
�
午
前
９

２３

時
〜　

日
�
午
後
５
時
〔
会
場
〕
奥

２４

多
摩
水
根
沢
キ
ャ
ン
プ
場
〔
対
象
〕

青
年
〔
参
加
費
〕
３
�
０
０
０
円

 
�
中
央
図
書
館　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

　

こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
実
施
し
た

「
自
分
の
お
気
に
入
り
を
知
ら
せ
る

！
本
の
帯
を
作
ろ
う
」
に
集
ま
っ
た

作
品
を
７
月　

日
�
ま
で
展
示
し
て

３１

い
ま
す
。

　

作
品
応
募
者
に
は
、
図
書
館
オ
リ

ジ
ナ
ル
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
の
で
、
応
募
し
た
図
書
館
（
室
）

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時　
１５

分
か
ら
・
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

分
４５

か
ら
▽
７
月　

日
�
〔
絵
本
〕
に
じ

２８

い
ろ
の
さ
か
な
・
さ
び
し
が
り
や
の

ほ
た
る

以　下　は　広　告　枠　で　す
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狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
の
井
上

孝
さ
ん
と
中
島
惠
子
さ
ん
の
執
筆
に

よ
り
、
広
報
こ
ま
え
の
毎
月　

日
号

１５

に
掲
載
し
て
い
る
「
今
は
む
か
し
」

を
ま
と
め
た
本
を
２
月
に
発
行
し
ま

し
た
。

　

ご
希
望
の
方
に
は
１
冊
５
０
０
円

で
頒
布
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
広
報
広
聴

担
当

■平成２０年度発行分　主な有償刊行物等一覧表　　　　　（７月１日現在）
頒　布　課頒布価格資　料　名

財政課

５４０円平成２０年度予算書

４０円平成２０年度予算概要

６０円平成２０年度予算資料

福祉サービス支援室無償災害時要援護者支援マニュアルハンドブック「防災の心得」

地域活性課２０円狛江市農業振興計画実施計画書

児童青少年課１０円狛江市保育計画

政策室

３０円狛江市アクションプラン第３次行財政改革推進計画編

１６０円狛江市アクションプラン実施計画編

４０円狛江市アクションプラン定員適正化計画編

４０円狛江市アクションプラン公の施設の管理運営方針編

監査委員事務局６０円狛江市の監査平成２０年度版

公民館
９０円狛江市青年教室（狛プー）「いなほ」

２００円平成19年度狛江市公民館の活動の記録

総務課２８０円統計こまえ平成１９年度版（第34号）

清掃課３０円平成１９年度狛江市清掃概要
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中
越
大
震
災
か
ら
４
年
目
を

迎
え
る
川
口
町
。
震
災
を
乗
り

越
え
復
興
を
目
指
す
「
震
度
７

の
震
央
の
町
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た

め
、
震
央
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は

土
産
品
・
特
産
品
等
に
活
用
し
、

「
震
源
の
町
」
の
宣
伝
文
句
と

併
せ
て
、
販
売
の
促
進
と
今
後

の
町
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
き
ま
す
。

●
賞
品

　

採
用
作
品
１
点
７
万
円
お
よ

び
特
産
品

●
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
条
件

▽
用
紙　

Ａ
４
サ
イ
ズ
の
良
質

紙▽
画
材　

自
由

▽
色
彩　

３
色
以
内

▽
作
品
に
「
越
後
川
口
」
の
文

字
が
入
る
こ
と
（
文
字
の
書
体

や
字
体
は
自
由
）

●
応
募
方
法

　

作
品
に
は
、
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
・
デ
ザ
イ
ン
の
説
明
を

添
付
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
複
数
応
募
可
）。 

　

応
募
作
品
の
返
却
を
希
望
す

る
場
合
は
、
返
信
用
封
筒
も
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
賞
者
に
は
、
直
接
本
人
に

通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

応
募
者
全
員
に
、
今
後
当
社

の
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
な
ど
の
情

報
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

採
用
作
品
に
つ
い
て
は
、
補

作
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※
著
作
権
等
入
選
し
た
作
品
の

意
匠
権
・
著
作
権
は
、
え
ち
ご

川
口
農
業
振
興
公
社
に
帰
属
し

ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

７
月　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま

３１

で
に
〒
９
４
９
�
７
５
０
３
新

潟
県
北
魚
沼
郡
川
口
町
大
字
中

山　

�
２
え
ち
ご
川
口
農
業
振

８４
興
公
社
（
あ
ぐ
り
の
里
）
�
０

２
５
８
（　

）
４
５
５
０
へ
。

８９

�������	
���
�	��
　

狛
江
市
に
夏
を
告
げ
る
取
り

組
み
「
狛
江
古
代
カ
ッ
プ
・
多

摩
川
い
か
だ
レ
ー
ス
」。

　

毎
年
、
小
菅
村
か
ら
も
有
志

が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

７
月　

日
�
に
実
施
さ
れ
る

２０

第　

回
い
か
だ
レ
ー
ス
に
は
、

１８
小
菅
村
か
ら
過
去
最
多
の
３
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
す
。

　

小
菅
村
出
場
者
の
先
陣
を
切

る
の
は
、
第
３
レ
ー
ス
に
出
場

す
る
小
菅
村
商
工
会
青
年
部

「
多
摩
川
源
流
一
号
」
で
す
。

２
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
る
同
チ

ー
ム
は
、
小
菅
村
名
産
の
ヤ
マ

メ
や
ワ
サ
ビ
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
い
か
だ
で
ア
イ

デ
ア
部
門
の
常
連
で

す
。
今
年
は
ど
ん
な

い
か
だ
で
出
艇
す
る
か
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

商
工
会
青
年
部
に
続
き
、
第

７
レ
ー
ス
に
は
初
出
場
の
小
菅

小
学
校
青
年
教
育
者
チ
ー
ム

「
こ
す
げ
Ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
一
発
」

が
出
場
し
ま
す
。「
が
ん
ば
れ
！

小
菅
人
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
の
出
場
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

小
菅
村
を
担
う
子
ど
も
を
育
て

る
教
職
員
が
、
ど
の
よ
う
な
い

か
だ
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

　

第　

レ
ー
ス
に
は
２
回
目
の

１０

出
場
と
な
る
「
多
摩
源
流　

小

菅
精
機
号
」
が
出
場
し
ま
す
。

昨
年
の　

分　

秒
の
記
録
更
新

１３

１８

を
狙
う
ス
ピ
ー
ド
重
視
の
チ
ー

ム
で
す
。
本
年
は
昨
年
の
記
録

を
ど
の
程
度
更
新
で
き
る
か
に

注
目
で
す
。

　

ま
た
、
い
か
だ
レ
ー
ス
で
は

午
後
１
時
か
ら
ゴ
ー
ル
地
点
で

小
菅
村
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
も
実

施
さ
れ
ま
す
。
小
菅
通
の
狛
江

市
民
の
皆
さ
ん
の
挑
戦
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
小
菅
村
源
流

振
興
課
�
０
４
２
８
（　

）
０

８７

１
１
１
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■「狛江のまち―魅力百選」として昨年選定されたもの

いいところいいこと

�前原公園
�泉龍寺
�むいから民家園
�緑地保全地区一帯
�美しい林（西野川樹林地）
�野川
�西河原自然公園周辺
�和泉多摩川　川床
�根川さくら通り
�狛江の多摩川の堤から―万葉東
歌・防人歌をしのぶ

�Ｎさんの竹林（中和泉５丁目）
�残ったおじいちゃんの榎（北久
保公園）

�古墳のある風景（中和泉３丁目）
�六郷用水取水口跡と玉翠園跡石
垣

�いちょう通りミニ公園
�石井家長屋門
�五本松と多摩川

�狛江水辺の楽校
�まちを元気にする会
（岩戸親睦会）
�銀杏募金（狛江第三
中学校）
�狛江古代カップ多摩
川いかだレース実行
委員会
�狛江の地域ねこ
�安心・安全、きれい
なまちづくり（銀行
町親和会）
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受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付中中中中中中中中中中中中受付中

事
業
と
し
て
、
平
成　

年
２
月
か
ら

１９

市
内
全
域
の
門
柱
灯
や
玄
関
灯
等
の

終
夜
点
灯
に
よ
る
門
柱
灯
等
点
灯

「
明
る
い
」
防
犯
ま
ち
づ
く
り
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
個
人
や
商
店
、
事

業
所
等
の
門
柱
灯
や
玄
関
灯
等
を
終

夜
点
灯
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
街
灯

を
補
完
し
、
路
上
を
明
る
く
し
、
ひ

っ
た
く
り
、
性
犯
罪
等
の
各
種
犯
罪
、

交
通
事
故
、
歩
行
中
の
転
倒
等
各
種

の
事
故
防
止
を
目
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
宅
へ
の
不
審
者
侵
入

防
止
に
も
効
果
が
大
い
に
期
待
で
き

ま
す
。

　

個
人
、
市
内
商
店
お
よ
び
事
業
所

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
市

民
一
人
一
人
の
防
犯
に
対
す
る
地
域

力
が
向
上
す
る
こ
と
で
よ
り
安
心
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課
安
心

安
全
係

　

狛
江
市
生
活
安
全
対
策
協
議
会
を

推
進
母
体
と
し
て
、
安
心
安
全
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
市
民
ぐ
る

み
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
と
し
て
、
平
成　

年
か

１５

ら
平
成　

年
ま
で
の

１９

５
年
間
で
刑
法
犯
認

知
件
数
が
約　

％
減

３５

少
す
る
な
ど
大
き
な

成
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
子
ど
も
の

見
守
り
に
対
す
る
安

心
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
中
心
事
業
と
し
て
、

地
域
と
学
校
が
一
体

と
な
っ
て
防
犯
活
動

を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
市
民
一
人

一
人
が
で
き
る
こ
と

か
ら
実
施
し
て
い
く

��������	
��
��

～夜間の犯罪防止のため～夜間の犯罪防止のため
終夜門柱灯等の点灯にご協力ください～　　終夜門柱灯等の点灯にご協力ください～
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奮闘する小菅村チーム

　
「
狛
江
の
ま
ち
�
魅
力
百
選
」は
、

自
然
や
風
景
、
伝
統
・
文
化
に
根

ざ
し
た
地
域
の
行
事
、
独
自
性
を

生
か
し
た
活
動
な
ど
狛
江
の
魅
力

を
皆
さ
ん
か
ら
募
り
、
紹
介
す
る

こ
と
で
、
狛
江
の
ま
ち
が
持
つ
良

さ
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
狛

江
の「
い
い
こ
と
」「
い
い
と
こ
ろ
」

を
共
有
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
平
成　
１９

年
に
創
設
し
た
も
の
で
す
。

　
「
狛
江
の
ま
ち
�
魅
力
百
選
」と

し
て
選
定
さ
れ
た
も
の
は
、
感
謝

の
意
を
込
め
て
表
彰
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
気
付
い
た
、
狛
江
の
ま

ち
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
こ
と
・

場
所
な
ど
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。
何
が

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
か
を
ア
ピ
ー
ル（
写
真
添
付
可
）

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
選
定
さ
れ
た
も
の

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

〔
応
募
用
紙
〕
都
市
整
備
課
お
よ

び
市
内
公
共
施
設
で
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〔
応
募
方
法
〕
９
月
１
日
�
ま
で

に
窓
口
へ
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

※
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
は
応
募
用

紙
の
み
可

〔
審
査
〕
市
役
所
内
で
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
、
そ
の
後
、
審
査
会
で

決
定
し
ま
す
。

〔
審
査
委
員
〕
狛
江
市
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
委
員

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
都

市
整
備
課
企
画
計
画
係
へ
。

犯罪防止のため門柱灯等の点灯にご協力ください


